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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　動物の消化管内に配置されるように構成されるカプセルと、
　形状記憶合金部材であって、該形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、その寸
法のうちの少なくとも１つを変更するように構成され、該形状記憶合金部材は前記カプセ
ルに結合される、形状記憶合金部材と、
　前記カプセルに結合される付勢部材と、
　前記形状記憶合金部材及び前記付勢部材に結合される器具であって、該器具を第１の構
成から第２の構成に移行させるように前記形状記憶合金部材に電流を加えることができ、
該器具が前記第２の構成にある場合には、前記電流を除去して、該器具を前記第２の構成
から前記第１の構成に移行させることができる、器具と、
を備える、装置。
【請求項２】
　生検装置であって、
　本体と、
　形状記憶合金部材であって、該形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、その寸
法のうちの少なくとも１つを変更するように構成され、該形状記憶合金部材は前記本体に
結合される、形状記憶合金部材と、
　組織サンプル又は体液サンプルを回収するのに伸長するように構成される器具であって
、該器具は、該器具を第１の構成から第２の構成に移行させるように前記形状記憶合金部
材に電流を加えることができ、該器具が前記第２の構成にある場合には、前記電流を除去
して、該器具を前記第２の構成から前記第１の構成に移行させることができるように前記
形状記憶合金部材に結合される、器具と、
を備える、生検装置。
【請求項３】
　前記付勢部材の縦軸は前記形状記憶合金部材の縦軸に平行である、請求項１に記載の装
置。
【請求項４】
　前記形状記憶合金部材に電流が加えられる場合には、前記形状記憶合金部材は拡張する
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ように構成される、請求項１～３のいずれか一に記載の装置。
【請求項５】
　前記カプセル又は前記本体が、前記形状記憶合金部材に電流を加えるのに、前記形状記
憶合金部材に結合されるように構成される電源を更に備える、請求項１～４のいずれか一
に記載の装置。
【請求項６】
　前記器具は前記第１の構成において収縮しており、前記器具は前記第２の構成において
伸長している、請求項１～５のいずれか一に記載の装置。
【請求項７】
　請求項１又は請求項３～６に記載の装置であって、該装置は、前記器具が前記第２の構
成にある場合には、前記付勢部材が前記器具を前記第１の構成に向かって付勢する力を加
えるように構成される、装置。
【請求項８】
　前記器具はセンサーを含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記器具は、治療剤を送達するか又は組織サンプルを回収するのに組織と接触するよう
に構成される、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記器具は、針又は生検針を備える、請求項１～９のいずれか一に記載の装置。
【請求項１１】
　以下の工程を含む対象の消化管から生検サンプルを得る方法；
　対象の消化管に配置されており、生検針が請求項１～１０のいずれか一に記載の装置の
器具に結合されている、請求項１～１０のいずれか一に記載の装置の形状記憶合金部材に
電流を加えること、
　該器具を、該生検針を対象の標的部位内に挿入するために、作動させること、及び
　該生検針を使い生検サンプルを得ること。
【請求項１２】
　該生検サンプルが、組織又は体液を含む請求項１１に記載の方法。
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